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はじめに

　ここに訳出したものは、英詩人エドマンド・スペンサー（Edmund 

Spenser）によるアイルランド植民論 A View of the State of Irelandの一部（90‒

98）である。これに先立つ部分は 7回に分けて雑誌『英文学評論』および『文

学と評論』に発表した。（水野 2002、2004、2008、2009、2010、2011a、

2011b）今回訳出した部分は、主に西部コナハト、東部レンスター、南部マン

スターに対する軍事的、経済的処理に関する提案である。本文書が書かれたの

は、「九年戦争」と呼ばれる、イングランド政府軍とアイルランド抵抗勢力の

間の戦争（1594‒1603年）の初期にあたる。この戦争はアイルランドの広い地

域にわたって主戦場を移しながら行われたため、常にアイルランド全土が戦争

状態にあったわけではない。北部アルスターの大氏族であったオニール一族と

その同調者がアイルランド南部まで進軍し、ダブリンを出発点とするアイルラ

ンド総督指揮下のイングランド政府軍と各地で散発的に戦闘を繰り広げた。最

終的には南岸のキンセイルで政府軍が勝利し、オニール一族の族長ヒュー・オ

ニールが大陸へ逃亡することで事態は収束する。もちろん本文書の執筆当時に
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はそのような成り行きや、9年に及ぶという予想はなかったが、スペンサーは

戦後を見据え、アイリニーアスの口を借りて、駐屯軍の効果的配備によって反

乱を抑えつつ、その費用を植民者を含むアイルランド住民に負担させる、とい

う植民地経営の方針を提案している。このころスペンサーはイングランド官僚

としてはマンスター地方議会書記長代理を務めながら、植民請負人の一人とし

てはマンスターに 4,000エーカー余りの土地を保有し、コーク州のキルコルマ

ン城に居を構え、詩人としては自らの結婚を記念するソネット集 Amoretti and 

Epithalamion（1595）、長詩 The Faerie Queeneの第二部（1596）等の完成を期

していた。今回訳出した中で、アイリニーアスがマンスターの諸都市への課税

の割り当てを他の地方よりも詳しく述べているのは、この地方が彼の「地元」

であったからであろう。

　翻訳の底本として使用した版は、ファクシミリ版の James Ware, ed., Two 

Histories of Ireland （Dublin, 1633）に含まれる A View of the State of Ireland, 

Written dialogue-wise betweene Eudoxus and Irenaeus, By Edmund Spenser Esq. in 

the yeare 1596.である。その活字や句読点を HadfieldとMaleyがモダナイズし

た Blackwell社版（1997）、および Huntington Library所蔵の Elsmere MSに基

づく集注版（1949）も参照した。

　なお、内容によって小見出しを付け、長いパラグラフは適宜改行を施した。

対話文中の丸かっこは原文からそのまま用いているが、角かっこは訳者が補っ

た語句であることを示す。注の中で、（W）は 1633年初版の編集者Wareによ

るもの、（V）は集注版によるもの、（HM）は Blackwell社版によるものであ

ることを示す。

（戦後処理案・コナハトの場合）

ユードクサス 君のアルスターに対する戦略の意図の全体像はこれで分かった。

ではコナハトに対しても君の同様の意見を聞きたいものだ。
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アイリニーアス アルスターについて既に話したことから、コナハトに対して

僕が考えていることは推し量れるだろう。後者は前者におおむね対応している

からね。ただ、コナハトで女王陛下の手中に復帰する1 と予想される土地は、

一箇所にまとまっていないため、一つのものとして扱えず、それぞれ別に考え

ていかなければならない。コナハト地方は全体で（ダブリンの記録に示されて

いる限りでは）旧単位で 7,200プラウランド2 あり、それが最近は、6つの

シャーまたはカウンティ3 に分けられている。すなわち、クレア州の一部4、

1  「復帰する（escheat）」とは本来、臣下が封建領主から与えられた封土を相続さ
せるべき後継者を欠く場合、その土地が領主の下に戻されることを意味する。ここ
では、叛乱を起こした臣下に対する罰として土地を没収することを指している。

2  プラウランド（plowland）はアングロサクソン時代の地積の単位。1プラウラン
ドとは、一年間に鋤をつけた八頭の牛で耕作できる地積を指し、約 120エーカーす
なわち 50ヘクタール弱。耕地のみならず、牧草地の地積にも用いられた。

3  シャー（shire）はアングロサクソン時代のイングランドの地方行政区分。1066

年のノルマン・コンクェスト以降はフランス語起源のカウンティ（county）の呼称
に取って代わられたが、シャーも同義語として用いられた。イングランド人がアイ
ルランドを支配するようになると、この区分法がアイルランドにも及ぼされた。本
訳稿ではいずれも州と訳している。

4  クレア州はかつてマンスター地方の一部と見なされており、そのゆえに
Tuadhmhumhain（北マンスターの意）すなわちソモンド Thomondという名で呼
ばれていた。

  アイルランドにイングランド式の州（Shire）の制度を導入したアイルランド総
督ヘンリー・シドニー（任期 1565‒78）が、1576年に現在のクレア、ケリー、リム
リック、北ティペラリに広がるソモンド地域をクレア州と画定し、コナハト地方か
ら分離してマンスター地方に組み込んだ。しかし、1585年、アイルランド総督
ジョン・ペローが「コナハト地方の一部でソモンドと呼ばれる地域」の聖俗両貴族
上院議員、氏族長、郷紳等と正式の文書を交わしたことが記録されている（Frost 

248‒49）。調印者の居住地は現在のクレア州（シャノン河右岸）にあたる地域であ
る。恐らく当時のクレア州のうち、ここだけはシャノン河に隔てられて地理的にマ
ンスターよりもコナハトとの一体感が強かったために、コナハトと一体の地域とし
て扱われたのであろう。
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リートリム州、ロスコモン州、ゴールウェイ州、メイヨー州、スライゴー州だ。

この中でスライゴー州全土、メイヨー州全土、ロスコモン州の大半、リートリ

ムの大半、ゴールウェイのかなりの部分、そしてクレア州の一部が現在の占有

者たちによる叛乱の結果陛下のもとに復帰すると予想される。

　中でもスライゴーとメイヨーの二州は合わせて 3,000プラウランドに迫る面

積があり、そこからの地代を面積から算出すると、年 6,000ポンド5 に迫ると

僕は考えている。ロスコモン州は、ロスコモン家の所領と、最近この州内に封

じられたイングランド人の 2、3の家柄の所領を除けば、ひとまとまりになっ

ているから、今言ったイングランド人住民の分を除けば、ここもごっそり陛下

に復帰することになる。さらにこれらのイングランド人は（彼らから直接聞い

たところでは）、アルスターの住民に課されているのと同じだけの地代を陛下

に支払っており、コンポジション6 もそれに従って算出されているから、ロス

コモンも先の二州と合わせて算定することができる。つまり、このロスコモン

州は推定では 1,200プラウランドあるから地代は年 2,400ポンド、先の二州と

合わせて約 8,300ポンドになる。［8,400でなく 8,300であるのは］先の二州は

6,000にわずかに足りないからね。

5  ここに先立つ部分で、アイリニーアスはアルスターにおける没収地にたいして 1

プラウランドあたり 40シリング、すなわち 2ポンドの地代を課すると述べている。
アイリニーアスはこの計算法をコナハトにも適用している。

6  コンポジションは一般に示談金、あるいは和解金、債務の一部免除などと訳され
るが、アイルランド史においては独特の意味を持っている。山本正は、ヘンリー・
シドニーがアイルランド総督として赴任した 1560年代に地方長官・評議会制度を
導入し、「従来軍閥が突発的・臨時的に挑発していた『コインとリヴァリー』相当
分を、地方長官に収めるべき定期的（年一度）かつ定額の金納・物納による租税へ
の転換……を図ろうとした」とし、これがコンポジションと称されたと述べている。
（72）地代（rent）はイングランド王家に納入するものであり、コンポジションは
地元の地方財政に納入するものであるが、アイリニーアスは後者もアイルランド経
営の費用を賄うものとして、イングランドの歳入に合算している。
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　いっぽう、ゴールウェイとリートリム両州の復帰地がどれくらいの面積にな

るかは、検地してみないとまだはっきりと答えは出せない。というのは、この

あたりの土地はクランリカード伯領やその他の土地と錯綜しているからだ。そ

れでも、それぞれの州の復帰地は全体の半分と考えられるから、合わせて一州

分、それが 1,000プラウランド超だ。というのは二つのうち小さいほうの擁す

る面積がそれにあたるからで、それでプラス 2,000ポンド、これを加えて全部

で 10,000から 11,000ポンドの歳入になるはずだ。

　他の二州7 は復帰が明確になるまで、とりあえず置いておかなければならな

い。今は未詳として残しておくが、一つだけはっきりいえることは、これら二

州のコンポジションは 1プラウランドあたり 20シリング8 と算定されている

から、2,000ポンドの増収となるだろう。これを先ほどの金額に合わせると、

堅く見積もって 13,000ポンド、これを先の二州の復帰地からの地代と合わせ

れば、その二州からの歳入はまだ計算できないが、おそらくあと 1,000ポンド

は増えて、1,000の兵士に給料を払って食べさせ、コナハト地方長官の懐に

1,000ポンド残る、という計算だ。

ユードクサス （思うに）君はコナハトの土地についてまったくの当てずっぽ

うで試算しているだけだから、それらの土地への課税を確実に算出することは

困難だろう。

アイリニーアス まったくの不確実な予想というわけではないよ。というのは、

1プラウランドあたりのコンポジションがいくらになるかといった点は君にも

確実だと簡単にわかるだろう。というのは特にこの点はしっかり理解してもら

いたいのだが、僕の趣旨は、アイルランドの全ての土地を、駐屯軍の費用にあ

7  コナハト地方で残っているのはクレア州のみであり、「二州」という表現とは合
わない。しかし、コンポジションの総額 2,000ポンドから逆算すると、面積は 2,000

プラウランドとなり、p. 3でコナハトの地積を 7,200プラウランドとしていること
と考え合わせるとクレア州としか考えられない。

8  16世紀末では 20シリングは 1ポンドにあたる。
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てるコンポジション用に、1プラウランドあたり 20シリング［1ポンド］とし

て算出することなのだ。この案なら、その他の全ての費用を免除されることと

引き換えに、すぐさま、嬉々として受入れられるだろう。その結果、アイルラ

ンド全土にある土地が（古い記録によれば）9 43,920プラウランドだから、そ

こからの上がりは同様の 43,920ポンドとなり、あとはアルスター、コナハト、

そしてレンスターの叛乱者の領地から陛下の手元に復帰する土地から取り立て

ればよい。しかしマンスターに関してはまだどうこういう段階ではない。

ユードクサス ところで、これはどうなんだ、君の考えでは他の土地同様に復

帰地にもコンポジションを課するということなんだね？　だって、君の計算は

そうなっている（と僕には思える）。そして 1プラウランドあたり 7ノーブ

ル10［の地代］を支払い、その上に 1プラウランドあたり 20シリングのコンポ

ジションなんて、とても払えないよ。

アイリニーアス いや、それは誤解だ。僕は、地代とコンポジションを合わせ

て 7ノーブルだけを、全ての復帰農地に課すると言っているんだ、つまり 40

シリング［2ポンド］をコンポジションとし、6シリング 8ペンスを女王陛下

に上納する地代とするわけだ。

ユードクサス やっと君のいうことがわかったよ。それでは（お願いだ）コナ

ハトに君が置くという駐屯軍の任命へと話を進めてくれ、そしてどこにどれだ

けの兵員を配置したいかを話してくれ。

アイリニーアス コナハトには 1,000名を二軍に分けて配置したいと思う。つ

まり、メイヨー州に 500、これはマク・コスティラー一族11 の周辺に置いて、

9  「古い記録」が何を指すかは不明。（V）によれば、当時の推定では資料によっ
て 38,640から 53,340プラウランドとされている。

10 ノーブルは金貨でその価値は 6シリング 8ペンス。1シリング＝12ペンス、1ポ
ンド＝20シリングとして計算すると、7ノーブルは 2ポンド 6シリング 8ペンスと
なる。

11 マク・コスティラー（Mac CostilaghまたはMac Costello）一族はメイヨー州東
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メイヨー全体とマク・ウィリアム・エイター12のバーク一族を抑えさせる。あ

との 500はゴールウェイ州のガランダウ13周辺に置いて、そこのコナー一族と

バーク一族、ケリー一族とマリー一族14と周辺の連中を抑制させる。というの

は、先に僕がアーン湖に置くとした駐屯軍は、スライゴー州のあらゆる事態に

対処できるだろう。というのもスライゴー州にすぐ隣接する地域にいれば、彼

らを必要とする事態が起きても一晩の行軍でスライゴーのどの地域にも到達で

きるだろうから。また、先に話したアルスターの駐屯軍の場合、入植によって

3つの自治都市を建設したいと述べた15。そうすればそれらの町は軍の力の掩

↘部の氏族でもとはアングロ・ノルマン系。
12 マク・ウィリアム・エイター（Mac William EighterまたはMacwilliam Iochtar）
一族はノルマン系のバーク（Burke）一族の流れを汲む有力な家柄で、メイヨーに
拠点を持っていた。State Papersには 1585年 10月 3日に他の 66の氏族とともに、
「アイルランド式の家名と相続の慣習を放棄する代わりに、城と領地を保有し、イ
ングランド式で子孫に相続させる権利を保障される」ことに合意した記録が残され
ている。

13 ガランダウ（Garrandough）はこのテクストのみに挙げられる地名であり不詳。
ゴールウェイ市の北約 14kmにある村コランドラ Corrandulla（Cor an Dola）を指
すのかもしれない。（V）によれば、当時用いられたボアズィオ（Baptista Boazio）
のアイルランド地図に、ゴールウェイの 10マイル北東に Garan Dowghという地名
があり、また、スピード（John Speed）の地図帳 England Wales Scotand and 

Ireland Described（1627）にも同じ位置に Garandoughという地名があるという。
これらが上記の Corrandullaである可能性がある。

14 ［オ］コナー（Conhors / Conchobar）一族は 2世紀にさかのぼる古いゲール氏
族であるが、その氏族名は 10世紀のコナハト王に由来する。12世紀のターロク・
モール・オコナーはアイルランドの上王（Hight King）であった。バーク
（Bourkes）一族はノルマン系征服王ウィリアムの血統で 12世紀以来コナハトのオ
コナー一族の勢力地に封土を与えられてアイルランドに地歩を築いた。［オ］ケ
リー（Kellies / Ceallaigh）一族は 9世紀の族長ケラッハに由来し、ゴールウェイ
とロスコモンを勢力範囲とした。マリー（Murries / Muiredach）一族はロスコモ
ンのゲール系氏族。

15 そこでは、駐屯軍を置く町に城壁をめぐらせ、各種の職業を持つ人びとを住まわ
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護の下に居住し、周辺の全域と安全に交易できるはずだから。コナハトもそれ

と同じようにしたいと思うんだ。さらに、アスロウン16にももう一つ自治都市

を建設し、防衛のためにアスロウン城に守備隊を置きたいと思う。

ユードクサス 何の必要があってそんなことを？　アスロウンにはコナハト地

方長官が常駐していて、その存在が町の住民にとっての守りとなるはずなのに。

アイリニーアス　そこにコナハト地方長官がいるのは知っているよ、だが、長

官がその地方のどこからみても最も遠いところにいる、というのは好ましくな

いのだ。理想的には長官は常に担当地方の中央部にいて、管轄下の全地域に等

しなみに目配りをし、緊急事態が彼を必要とするときにはどこへでもすぐに行

けるようになっているべきなのだ。というのは、地方長官の存在は（君も言う

ように）よからぬ思いを抱いている連中に対しては、強力な支索であり係留

索17であるからね。たとえば、マンスターでは日々その効果が出ているのが継

続的に見られるし、また同じ理由で、アイルランド総督がダブリンという、こ

の領土の端っこの、にらみを利かせる必要の最も薄いところに拠点を置いてい

るのは、全く駄目だと僕は思っている。

（戦後処理案・レンスターの場合）

　（思うに）総督はアイルランド全体の責任者とはいうものの、本来の担当は

↘せ、イングランドから入植者を誘致することが述べられている。（水野　2011b 52）。
16 アスロウン（Athlone）はアイルランド最大の川シャノンが形成するリー湖
（Lough Ree）の南端にあり、水陸交通の要衝。レンスターに属する西ミース州と
コナハトに属するロスコモン州にまたがり、コナハト全体の中央からは程遠い。

17 支索（stay）はマストをその上部から斜め下方に固定する太綱。係留索
（bridle）は船を係留するときに用いる短い太綱。ここではアイルランド勢力への
牽制を帆船の用語を用いて述べている。
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レンスターなのだから、アシー18かそのあたりの不穏な州の外辺に居を構える

べきなのだ。そうすれば、いわば船の主墻に座っているようなものだから、そ

こから［オ］モア一族、デンプシー一族、［オ］コナー一族、オキャロル一族、

オモロイ一族19、などなど、その一帯に誰も彼らを畏怖させ、義務の枠をはめ

る者がないのをよいことに、肩を寄せ合って固まっているアイルランド人ども

を容易に監視し、時には手を伸ばして制圧することができるだろうに20。とい

うのは、アイルランド人は総督の目や手の届かないところにくるやいなや、彼

への恐れをなくすからね。

ユードクサス まったく（僕が思うに、）君はとても重要なことを指摘してく

れたよ。これまで君以上にこの点に注意を払った人の話を僕は聞いたことがな

い。君の意見はたいへん当を得たもののように思えるから、これまでそれが見

過ごされたり見て見ぬふりをされてきたことが不思議なぐらいだ。でも、おそ

らくそれを阻害している最大の要因はダブリン市民たちの要請なんじゃない

か？21

18 アシー Athie　キルデア州西南端にあり、レンスター全体の中央に近い。
19 ［オ］モア（Moore / Mórdha）一族はリーシュに拠点を持つゲール系氏族であ
るが、一部ノルマン系も含まれる。イングランド政府への強力な抵抗勢力。デンプ
シー（Dempsies / Diomasaigh）一族はオファリ・リーシュ両州のバロウ川両岸に
勢力を持つゲール系氏族、［オ］コナー一族は注 14を見よ。オキャロル
（O-Carroll / Ó Cearbhaill）一族は 3世紀のマンスター王につながるゲール系氏族
であり、ティペラリを拠点としたがノルマン系の大貴族バトラー家によって離散し、
オファリに点在していた。オモロイ（O-Molloy / O Maolmhudaidh）一族はオファ
リに散在するゲール系氏族。

20 アイリニーアスが主張するアイルランドの地方長官職の重要性は、1560年代に
総督ヘンリー・シドニーがこの職を創設して以来言われてきたことである。また総
督がペイルの枠を超えて動き回るべきであるという議論も古くからあった。その際、
総督が居を構えるべき場所として提案されたのはアシーではなくアスロウンであっ
た。（HM）

21 『管見』執筆より数年後、エリザベス女王がアイルランド総督マウントジョイに
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アイリニーアス まったく、けしからん事態だ。というのも、ダブリン市民は

総督府を移動することが彼らにとっていかなる障害になると恐れなくてもいい

のだ。というのは、［総督が移動しても］ダブリンは、現在もそうだが、イン

グランドからアイルランドへの交通、交易の要衝であり続けるだろうし、ダブ

リン市民の利益は今と同じようにあるだろうし、［総督が移動すれば］それに

よって他の場所が潤うだろう。しかし、今はレンスターへと話を進めさせてく

れないか。アルスターの話でしたのと同様の手順で話をしていきたいのだが。

ユードクサス つまり、要塞に駐屯軍を配置し、ダブリン州からウェクス

フォード州までの各地にイングランド人を入植させる、という案だね。しかし、

あの辺鄙な荒れたところ22は、たとえ女王陛下のものに帰したとしても、誰も

喜んで住もうなんて人はいないと思うね。

アイリニーアス いや、ちゃんといるさ（請け合うよ。）確かにその地帯は全

体に山がちで森に覆われているが、その合間にはきれいな谷間があって住むの

に適しているし、それに隣接する山々が牧草地面積を増やすことになろう。と

いうのも、その地帯は一大畜牛地で、牧畜に適しているのだ。穀物に関しては、

大麦と燕麦、一部地域のライ麦を除いては、耕作には向かないから、レンス

ター住民には、1ペニーで買える量を他地方よりも多めにしてやってよいだろ

う。もっとも、その点を除けば、山の牧草地の繁茂ぶりが地味の悪さを補うか

ら、きっと十分な数の入植者や植民請負人23があると思うよ。

↘居所をダブリンからアスロウンに移すよう求めたが、ダブリンの利益を害するとい
う懸念のために実現しなかった。（V）

22 ダブリンからウェクスフォード、すなわちレンスターの海岸部は湿潤・穏和な気
候に恵まれているが、先史時代以来の伐採により植生の乏しくなったウィックロウ
山地を抱えている。また、ウィックロウ山地は中世以来、イングランド政府に対抗
し、イングランド人入植者を襲撃するアイルランド勢力の隠れ処を提供してきた。

23 植民請負人（undertakers）とは、16‒17世紀のアイルランドでイングランド君
主から没収地を配分されて保有し、イングランドおよびウェイルズから入植者を誘
致し、防衛のために町を建設する義務を負ったイングランド人を指す。スペンサー
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ユードクサス フィア・マク・ヒュー24が保有している土地は全部でどのくら

いになると君は思う？　それにそこに配置する駐屯軍の維持のために、そこか

らどれくらいの地代を徴収できるだろう？

アイリニーアス 正直言ってそれを推測で言うことはできないし、それに関す

る経験にしろ知識にしろ、このことに関する詳細があったためしがあるとは思

えないのだが、それでも（君がそういうなら）かつてマク・ヒューの勢力範囲

全体をただ二つの州、つまりウィックロウ州とファーンズ州25 に分けて考えて

いた人々の考えに従って推測してみよう。この二州は、オーモンド伯家の古来

の相続分でありまた所有地でもあるアークロウ郡を除いては、全て女王陛下に

復帰する他ないと考える。というのは、レンスターは、どの部分にせよ女王陛

下から示された譲渡証書がない限り ― サー・ヘンリー・ハリントンに対し

ニュー・カースルを与えるというのと、サー・トーマス・マスタスンにファー

ンズ城を与えるというのが唯二つの例だが26、― 全て女王陛下のもので、

↘もその一人であった。
24 フィア・マクヒュー（Feagh Mac Hugh（1544?‒97））は 1580年以降、オバーン
家の長であり、ウィックロウ山地に一大勢力を持っていた。ボールティングラスの
乱（1580‒81）においてイングランド政府勢力に対抗する中心的存在であったが、
1597年に捕えられて処刑され、その頭部はダブリン城外で串刺しにされて曝され
ることになる。

  本訳稿に先立つ部分で、アイリニーアスはフィア・マク・ヒューについての詳し
い説明を行っている。（水野 2011b，42‒46）

25 ファーンズ（Fernes）はウェクスフォード州の一部。（W）正式の州名ではない。
26 サー・ヘンリー・ハリントンとサー・トーマス・マスタスンは、成功したイング
ランド人入植者である。サー・ヘンリー・ハリントンはサー・ジョン・ハリントン
（女王の名付け子、『妖精の女王』の重要な材源であるアリオスト作『オルランド狂
乱』の英訳者）の兄弟である。ヘンリーは 1599年のエセックスによるアイルラン
ド作戦中にヒュー・オニールに遭遇している。（HM）サー・トーマス・マスタス
ンは 1590年に死亡しており、スペンサーが念頭においているのは、トーマスの相
続人リチャードのことかもしれない。（V）
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残った 30平方マイル近い面積の中には恐らく、2,000プラウランドは下回らな

い農地があるはずだ。そこから年間 4,000ポンドの地代が上がると試算できる。

　レンスターの残りの州は 7つある。すなわち、ダブリン、キルデア、キャタ

ラ、ウェクスフォード、キルケニー、キングズ、クイーンズ、の諸州でこれだ

けで 7,400プラウランドの農地を擁し、そこから駐屯軍維持のために出せるコ

ンポジションは同じく 7,400ポンド、さきの二州と合わせて総額 11,400ポンド

にのぼる。これだけの額があれば、1,000名の兵士に給料が払えて、いささか

不足する分だけは他のキャヴァナ一族27の土地から供給できるだろう。それら

の土地はその占有者たちの叛乱により女王陛下へと復帰するはずで、さもなけ

ればまさにそれらの土地は女王陛下の古来の直轄地であったはずなのだが。

ユードクサス なるほど。では次に、駐屯軍をどのように配置するか、一箇所

に集中させるか、レンスターの各地に散開させるか、話してくれ。

アイリニーアス もちろん、散開さ。つまりこういう風に、あるいはもっとよ

い方法があればそのように。というのは一箇所に 200名も配置すればその地域

を警備し、その平和を乱そうとする傲慢なやつらを抑えておくには十分だと思

う。だから僕の考えでは 200をバリナコー28に配置してグレンマルーア29とそ

の周辺の砦から出てくる全ての悪者どもを抑え、その後そこに入植させる人び

とを牽制させる。さらに別の 200をノックロホ30の従来から駐屯軍のいるとこ

27 キャヴァナ（Cavenagh / C（h）aomhánach）一族は 12世紀のレンスター王ダー
モット・マクマローを祖とする有力な氏族。スペンサーが一時保有したエニスコー
シーもキャヴァナ一族の領地であった。

28 バリナコー（Ballinecor）はグレンマルーアの谷と海岸の中間にある古い町。
29 グレンマルーア（Glenmalure）はアイルランド南東部ウィックロウ山地の東麓
にある長く深い谷。1580年、3000の兵を率いる総督グレイ卿はここでフィア・マ
ク・ヒューの奇襲攻撃に遭い大敗を喫している。この敗北はイングランド側にトラ
ウマを与えるものとなっていた。

30 ノックロホ（Knockelough）はウィックロウ州西南端の町。
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ろに配置してブラックナハ31およびキャヴァナ一族の住む周辺の山岳地帯を守

らせる。さらに 200をファーン32から上に上がらせて内陸のスレイン川33まで

配置する。リーシュ34の要塞に 200を置いて（オ）モア一族、アパー・オソリ

一族35、およびオキャロル一族を抑制させる。そして、最後の 200はオファ

リーの要塞において、オコナー一族、オモロイ一族、マク・コクラン一族36、

マゲヒガン一族37、そして境界を接する全てのアイルランド人に轡をはめさせ

るのだ。

ユードクサス これで君のレンスター地方への人員配置の全容はわかった。で

は、ミース38については、どう考えているのだ？

アイリニーアス 東ミースと西ミースからなるミース、そして今はロング

フォード州と呼ばれるアナリーもミースと合わせて数えられる。しかし、ミー

スだけで、古い記録によれば、4,320プラウランド、ロングフォード州には

947あるから、合計すると 5,267プラウランドとなり、そこからのコンポジ

31 ブラックナハ（Bracknagh）はダブリン西南西 50kmにあるオファリー州の町。
32 ファーン（Fernes）はウェクスフォード州の町。アークロウからエニスコー
シー、ニューロスを経てウォーターフォードに至る幹線道路上にある。スレイニー
川支流のバン川畔。

33 スレイン川（Slane）はスレイニー（Slaney）川。ウィックロウ山地の西側を南
流し、ウェクスフォードでアイリッシュ海に注ぐ。

34 リーシュの要塞（fort of Leix）は現在のポートリーシュ（Portlaoise）。リーシュ
州の中心都市。

35 アパー・オソリ（Upper Ossory）一族はリーシュ、キルケニー付近を拠点とす
るゲール系氏族であったが、1541年にブライアン・オグ（英名バーナビー・
フィッツパトリック）に爵位が与えられて男爵家として創設された。

36 マク・コクラン（Mac-Coghlan / MacCochlain）一族はオファリー州およびコー
ク州を拠点とするゲール系氏族。

37 マゲヒガン（Mageoghegan / MacGeoghegan）一族は南部オニールの流れを汲
む氏族。リチャードは 1601年、兵を率いてコーク州のベアへイヴン近くのダンボ
イ城でマンスター地方長官ジョージ・ケアリ率いるイングランド軍と対峙した。

38 レンスター北東部にあり、東西両ミース州に分かれている。
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ションは同額の 5,267ポンド、これが駐屯軍の維持に充てられる。ただ、ミー

スはアイルランド王国のちょうど懐にあって、常に平穏だから、そこに駐屯軍

を配置する必要はないのだ。だから、その維持費は丸々節約できることになる。

しかし、ロングフォード州には、有利な地点に歩兵 200と騎兵 50を配備した

い。それはアナリーとブレニー39の間で、シロン湖畔40か、その川の同様の地

点であれば、オライリー一族41にもオファレル一族42にもミースの周辺部全体

にも睨みをきかせられる。このあたりは、ちょっとしたきっかけのたびに反抗

の動きがあるし、また自分たちの間でも何かと反目しあっており、あたり全体

をしばしばトラブルに巻き込み、そのためにかかる費用の 3,400超ポンドはさ

きのミースとロングフォードに課すコンポジションから差し引かなければなら

ない。これで余剰の年 2,000ポンドが間違いなく女王陛下の歳入となるはずだ。

（戦後処理案・マンスターの場合）

ユードクサス 傾聴に値する話だね。しかし、ミースについての話が終わった

なら、今度はマンスターへと話を進めて、駐屯軍の維持のために、そこからど

39 アナリー Analy / Annlyはオファレル一族（O’Farrell）一族が勢力を持っていた
ロングフォードの古名。ブレニー Brenyはオロールク一族（O’Rourke）が勢力を
持っていた Breifneの英語綴り。現在のリートリム、キャヴァン、およびスライ
ゴーの一部に重なる地域である。アナリーとブレニーの間は、現在のアルスター、
レンスター、コナハト三地方の境界線が集まるあたりと考えられる。

40 シロン湖（Lough Sillon / Sillan）はキャヴァン（Cavan）州のシャーコック付近
の湖。しかし、スペンサーはミースとキャヴァン両州の境にあるシーリン湖
（Lough Sheelin）を念頭に置いていると考えられる。

41 オライリー（O-Relies / ÓRaghailligh）一族はキャヴァン州から東西ミース州境
付近にかけて勢力を持ったゲール系氏族。

42 オファレル（O-Ferrals / Ó Fearghaill）一族はロングフォードに勢力を持った
ゲール系氏族。
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れほどの上がりが期待できるのか、話してもらいたい。

アイリニーアス マンスターは、ダブリンの記録によれば 16,000プラウラン

ドあり、そこからのコンポジションは他地方と同様に計算すると年間 16,000

ポンドになる。これを使ってマンスターの防衛のために兵士 1,000名を維持し

たい。その費用と糧食担当官の給料は合わせて年 12,000ポンドになる。残り

の 4,000ポンドで、マンスター地方長官と議会の費用を賄えるだろう。

ユードクサス その計算は簡単だが、言っては何だが、この勘定で君は間違い

を犯している（と思う）。というのは、コンポジションの総額を出すときに、

君はマンスター地方の植民請負人の土地も勘定に入れているが、彼らは女王か

らの特許によって、彼らの地代を除けばいなかる課税をも免除されているから

だ。

アイリニーアス 確かに君のいうとおり、僕は植民請負人の土地も勘定に入れ

た。だが、1プラウランドあたり 20シリングについては、僕は彼らが女王陛

下に支払うべき地代から控除するつもりだったんだ。そうしても陛下には何ら

損害も、また今以上の負担もおかけすることはない。というのは、陛下が植民

請負人から徴収される地代は、地方長官職の維持のために還付されているが、

なかなかその費用を賄いきれていないのが実情だ。それに比べ、僕の勘定では

地方長官職の費用と、さらに 1,000名の兵士の費用とがともに賄えるのだ。

ユードクサス そううまくいくといいけどねえ。しかし、とりあえず 1,000名

の兵士をどこに駐屯させるつもりだい？

アイリニーアス 100名をバントリー43のもっとも好都合な場所に配置したい。

外国勢の侵入から西部のそちら方面を防衛するとともに、あらゆる不測の事態

に対応するためにね。何しろあのように辺鄙なところは何かと不測の事態にみ

まわれがちだから。それに、そこは良港があり、漁獲も豊かで、既に女王陛下

の手に復帰している土地があるから、必ず立派な町が建設されるだろう。ただ

43 コーク州西部のバントリー湾の奥にある同名の町を含む地域。
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今は自称クランカー伯の庶子でドネル・マカーティ44と呼ばれる、油断のなら

ない奴によって陛下から占拠されているけれど。クランカー伯が亡くなれば、

残された全ての土地は女王陛下に復帰するはずだが、こいつ［ドネル・マカー

ティ］が何の力もないくせに、ひそかに風向きをうかがっている仲間の助けを

得て、汚い動きをしそうなんだ、そしてその土地が自分の手中に転がり込んで

くるのを狙っている。

　つぎの 100名はカースルメイン45において、デズモンド、ケリー両地域の全

体を守らせる。というのは、ここが両地域に最も都合よく対応できるからだ。

　またコーク州のキルモア46に 100から 200を配置すれば、そのあたりの盗賊

どもを潰し、リムリック州、さらにはコーク州にもともに対応できるはずだ。

　さらにあと 100名をコークに駐屯させ、コークの町を支配するとともに、外

国勢からいかなる仕掛けがあってもよいように備えさせたい。

　同様にウォーターフォードにコーク同様の理由と、それに劣らず重要な秘密

の理由47により、200名を配置したい。

　さらにアーロウ48のこちら側でバーク一族49の領域であるマスケリー・

44 ドネル・マカーティ（Donell Mac Carty / MacCarthy / MacCarthaigh）はマンス
ターのゲール系氏族マカーシー・レアの一人。略奪行為がたびたび記録されたが、
1596年に死期の迫った父クランカー伯によって、後継者と目されていた。この氏
族はケリー州からコーク州にかけえ栄えたマカーシー一族の一つでバントリー付近
に勢力を持っていた。

45 カースルメイン（Castle Mayne）ケリー州ディングル湾最奥の町。
46 キルモア（Kilmore）はコーク州西部の村。コークからバントリーへの街道沿い
にある。

47 「秘密の理由」が何であるかは不詳。
48 アーロウ（Arlo / Aherlow）はティペラリ州南西部、ゴールティ山地の北麓にあ
る谷。シュア川支流のアーロウ川が流れる。コーク・ダブリンを結ぶ街道に近い。
こちら側、とは、この対話が行われていることになっているイングランドに視点を
おいていると考えられる。

49 バーク一族はコナハトを中心とするアングロ・ノルマン氏族であるが、マンス
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クヮークの近く、キルパトリック50あたりにあと 200名駐屯させたい。それに

よりホワイト・ナイツ51の地域とアーロウ、そしてマスケリー・クヮークを掃

討できるはずだ。この付近は盗賊どもの交通の要衝で、それらの道を通じてマ

ンスター全域からティペラリ52へ、そしてペイルへと、またペイルからマンス

ターへと、奴らは物資を運んで商売しているのだ。それに加えて、ティペラリ

州じたい早晩その程度の兵力を必要とするようになるのではないかと思ってい

る。だから、事が起こる前に ― いつ何時でも何か起こりそうなのだが ― そ

こで待ち構えているのがよいだろう。さあ、これですべての駐屯軍の配置を話

したぞ。

ユードクサス これでよくわかった。ところで（教えてほしいのだが）どうし

て君はアイルランドじゅうの都市ではなく、マンスターの都市たとえばウォー

ターフォードとコークに駐屯軍を置こうと思うのだい？　というのは、それら

の地元では他の都市より負担が増えてずいぶん不公平だと思うかもしれないか

ら。

アイリニーアス それはこういうことだ。これらの二都市は他の都市とちがっ

て、スペイン人が侵入するのに最も好都合だからだ。しかし、これらの住民は

↘ター地方のティペラリ州にも拠点があった。
50 マ ス ケ リ ー・ ク ヮ ー ク（Muskery Quirk / Maigh Cuirc / Muscraighe） は
「クヮーク家の平野」の意で、ノルマン人の侵入以前にゲール系氏族オクヮーク一
族が勢力を持っていた地域（ティペラリ州南西部）を指す。キルパトリックはアー
ロウの谷の北西、ティペラリの町から西へ約 6kmのところにある村で、この領域
内にある。

51 ホワイト・ナイツ（White Knights）は 14世紀以来続くアングロ・ノルマン系騎
士階級のフィッツギボン一族の別称。リムリック州西部のシャノン川河口付近に勢
力を持っていた。この文書が書かれた当時の当主エドマンド・フィッツギボン
（1552?‒1607）はエリザベスへの忠誠を誓っていたが、アイルランドの反乱勢力と
のつながりも疑われていた。

52 ティペラリ（Tipperary / Tiobraid Árran） はマンスター東部の州名。同名の州都
はリムリックからウォーターフォードへ通じる街道上にある。
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他より負担が重いという例外を受入れないだろうから、僕は他の都市にも負担

を求めるつもりだ。というのは、自治都市は女王陛下から絶大な特権を与えら

れていて、それによって、安全に暮らすばかりか、国中の富を一手に収めてい

るのだから、安全のための駐屯軍の費用を応分に負担しないのは不合理だ。と

りわけこういう混乱の時代に、しかも他地域が負担を蒙っているのを見ればね。

（だから）僕は各都市に、次のように能力に応じて負担をさせて、駐屯軍の維

持に充てようと思う。その負担は女王陛下が（お気が向けば）他の費用負担か

ら差し引いて下さり、他の費用にあてるのにとっておかれるか、北部の地方長

官の費用に加えられるかもしれない53。

ウォータフォード
コーク
リムリック
ゴールウェイ
ディングルクッシュ
キンセイル
ヨール
キルマロック

100

50

50

50

10

10

10

10

クロンメル
キャシェル
フェダード
キルケニー
ウェクスフォード
トレダー
ロス

10

10

10

25

25

25

25

ダンドーク
マリンガー
ニューリー
トリム
アーディー
ケルズ
ダブリン

　　　計

10

10

10

10

10

10

100

580

ユードクサス アイリニーアス、どの都市にしろ負担をさせるのは簡単だが、

それがどのような見返りをもたらし、何を賄うのかを事前に見極めておくこと

が、賢明な行政の主眼点だ。

53 表中、ディングルクッシュ（Dinglecush）はディングル Dingleのゲール語名で
「クッシュの砦」を意味する An Daingean Uí Chúisのことである。地方ごとの分布
はマンスターに 10、レンスターに 7、アルスターに 4、コナハトに 1、となっている。
スペンサーは表中の数字の単位を示していない。仮に金額を表わすポンドであると
して、それらが年あたりであるとすれば少なすぎる。ウォータフォードを 100とし
た場合の相対的な金額とも考えられるが、その場合に合計を出すのも奇妙である。
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アイリニーアス もちろん彼らに負担させる費用は、まったく理に叶っている

ので、ほとんど負担感はないだろう。というのは、港市は海運で儲けているか

らその負担を容易に商売で相殺できるだろうし、内陸部の都市は穀物と牧畜で

その負担を相殺できるだろう。また、彼らにとって平和のありがたみは大きい

のだから、とりわけ安全と防衛の負担を担うべきなのだ。オランダの全ての町

は、自分たちのために行われる戦争を遂行するために、あらゆるものの物品税

を自己負担でそちらへ振り分けているが、それに近い。もちろん、アイルラン

ドの町はオランダの町に豊かさでは到底比較にならないが、それでも、その貧

しさに応じて、課税されるべきなのだ。

ユードクサス しかし、こうして兵力を配備し、（君の算段では）その給料も

十分に賄えるとしても、彼らの糧食をどうするか、どこからその食糧を調達す

るのか、の見通しが残っているよ。だって、アイルランド自体の中だけで、

いったいどうやって兵士の食物を手に入れるというんだ、この短い戦争の間だ

けでも既に国土はこんなにひどく荒廃してしまっているというのに？

アイリニーアス　最初の 2年間は半年毎に前倒しで、全面的にイングランドか

ら食糧調達する必要が大いにある。その間はペイルの負担はゼロにして、回復

に努めさせよう。そしてマンスターもそこそこ蓄えがあるから、2年後までに

は（もし神が好天をお送りくださったらの話だが）負担の大半を差し出せるま

でにすっかり調子を整えているだろう。というのも、僕の知るところではマン

スターから大量の穀物が海路こちら［イングランド］へ運ばれているが、特に、

穀物輸送が厳しく抑制される場合、もしそれを地元で売ることができれば、す

ぐに現金を手にできて嬉しいだろう。加えて、今後しかるべき土地で実際に行

われることだが、あらゆる好都合な場所に農業振興のための惜しみない援助と

推進活動を行う。しかし、今後、事態が好転して、アイルランドが穀物で溢れ

るようになったら ― もしちゃんと指示に従えばまもなくそうなるはずだが、

というのも田舎の人びとは優れた耕作者で、少しの種籾しか使わないか

ら ― 陸海の兵士の食糧調達、その他緊急の出動、飢饉と食糧不足の予防のた
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めに、駐屯軍のある場所、大きな町々の全てに、たくさんの小屋と倉庫が建て

られるようになってほしいと思っている。ちなみにこういう食糧不足は、他の

どの国よりもイングランドでこそ問題となっている。こちらでは大地の恵みが

常にあるのをよいことに、このような天候不順やこういう戦時にはいつ何時起

こるかもしれない突発的状況に備えることを全くしていない。ことが起こって

から外国から糧食をかき集めて陸海の兵士への手当てをしようとしても手遅れ

だろう。調達は恐らく即時に必要だろうが、（あってはならないことだが）そ

れができないとすれば王国を危険に曝す可能性がある。 

ユードクサス 確かに糧食の備蓄不足はこれまでしばしばイングランドで問題

となってきたし、他国でも困惑の種だったが、この点は我々の当面の目的には

関係がない。しかし、君がアイルランド全土に強力に布陣した駐屯軍に関して

だが、そこらじゅう兵士だらけにしておいて、君は駐屯軍の終結ということを

考えていないのか？　というのは、（思うに）かつて君がアイルランドに樹立

すると主張していた平和・静穏の国というよりは戦争状態の国を今僕は目にし

ている。というのは、もし事態を君が言ったような静穏へと導いたら、君がア

イルランドに負担させるというそんな大きな軍事力を維持する必要などあるだ

ろうか。

アイリニーアス ユードクサス、ここだけの話だが、僕の計画の目指すところ

を話してあげよう。（さっき話したように）僕の目的はかの地に恒久の平和を

打ち立て、女王陛下に対しても大いに利益を生むようにすることだし、またそ

うなるだろうと期待してもいる。そしてそれは、安定した統治が動き出すまで

は、強権でもってもたらさなければならないと考えている。それはこういうや

り方によれば決して困難でも危険でもないはずだ。というのは、アルスターで

軍務に就いてそことコナハトを征圧した兵士は、僕が計画していることを成し

遂げるまで決して武装解除はしないつもりだ。すなわち、第一に、有事の際に

備え、またスペイン国王が日々アイルランドに対して画策する危険に備えて、

駐屯軍の維持を目的とする一般のコンポジションをアイルランド全土に定着さ
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せること。次に、それを梃子にして、アイルランドじゅうのいかなる土地もわ

ずかな反乱すらもできないように、僕が示した方法で全ての兵士を投入するこ

と。その後、まもなく僕の改革を持ち込み、その上に最もアイルランドのため

になると僕が考える形の統治を樹立する。いったんそれが安定し、すべてが正

しい状態におかれれば、必ずやうまく動いていくと信じている。もちろん兵士

たちは常に逸脱しようとするだろうが、外から手荒なことをしなくても、まっ

たく動きがとれないはずだ。このことは君自身が自分の頭で考えればすぐに理

解できる（と思う）。彼らがもし不穏な動きをすれば、そのとき女王陛下は喜

んで駐屯軍の一部を引き上げ、彼らへの給料を国庫に取り戻されるだろう。あ

るいはもしそうするのがお嫌なら（僕としてはそうあってほしいのだが）陛下

は勇敢なもと兵士たちを何が起こっても常に出動できる状態に保たっておかれ

て、駐屯兵の一部をすげ替えられるだろう。このもと兵士たちの維持は、現在

のアイルランド維持の費用以上を陛下に強いることはない。というのは、アイ

ルランドが平和なときでさえも（今がそうなのだが）、陛下はアイルランドか

らの歳入をすべて、いやそれよりずっと多くの額をつぎ込んで来られた。7年

ごとに訪れる戦時には、陛下は莫大な財産をつぎ込まれ、それでも効果が上

がっていないのだ。
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